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<gk(t)電 ′(t′)>｡- 2LkBTkO∂(t-t′)6k,k′ (2)
ここでく >.は初期状態での enSembleaverage･<x(t)>Oは時刻 tでの平均値を表わ
すo qk(t)は局所的な組成 で(I,日 の fourier成分,Lは定数であるO講演では 0-2
の場合について述べたが,これは orderparameter符が conserveされる場合である0





両 寺 0, 7k=O for k' kc 享 R-1 (3)
時刻 t以後系は (3)で表現される状感 を通って相分離するものとする｡ クラスター内
部のゆらぎを無視すれば,長さのスケールはRのみである｡それ故 effectiveな自由エ
ネ/レギーは次のように書けるだろう｡






∋> 1 for xく 1
≪ 1 for x> 1
(5)
(6-a)は(3)に対応する｡ (6-b)は Rdより小さいクラスターが時刻 t以後 には出来
ないことをあらわす｡ (1)及び(4)より
d









R O乙 ta′, a′- 1/(d+e)
了(x)11が単調増加関数であると仮定すれば,
i) S(汰,I)は β-0のときk-0にpeakをもっ｡

















i)の場合 S(kl t)-去S(0,t)によ-てhalfwidthを定義する｡するとki,km c(
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′dqs(q,t)- 1, S(q,t)… <S(q)S(-q)>t
(2) スピン保存則 ;S(0,t)=const.
(3) 単波長部分は急速に平衡に達し,その部分の面積が長波長域に移勤しピークを形
成する｡
(4) t--すなわち平衡状態では,LROの存在により,q-Oに特異性M2∂(q)を
もち,ピークは t--でこの ∂･関数に無限に漸近する｡
この観点を生かした近似理論を考えるo Langer達は,TDGLモデルを用いて,局所
秩序の発展した段階で,モー ド結合項を,
<S(o)2n-ls(I)>t= E<S2n>t/<sZ>ti<S(o)S(I)>t
と近似し,構造関数 S(q,t)に対 し発展方程式
∂alS(q･t)- - q2(q2+A(I))S(q･t)+q2/K
-F14-
(5)
(6)
